
600 V 等がある。 T直流変電所の負荷状慾，交流電源(直流変成

設備iの電源)の状般によって，この際準備を常に確保すること

は困難で，上下 1 0 % 内外の変動があることは普通である。(村

国政二 1)11)

き どう 軌道 (災) lrack この誌は欄異な った 2 つの総合に

使用される。 1 つは法制j上いわれる名称で，軌道法によ って敷

設した交通憾|其lを窓味し，他は構造上の名称で一般線路の路線

上のm造物を L 、う。

附造上でし、う軌道とは路盤の上にある桃造物一体の総事j\で.ìã

床，枕木，軌条およびその付属品からlえっている。一般的には

路盤上に砂利 ・ 砕石等を適当の厚さに敷ならして道床とし， ま

くら木を一定の間隔に配置し，その上に 2 条の レ ー んを所定の

間隔にいぬ釘でま くら木に緊結し， さらに必裂な各極のレーノレ

付属品を装備して車両の運転に支障のないものとしたものであ

る。(fJ1I也知堅一)

きどう 軌道 (法制上の) (英) tramway (独) Stra゚enbahn 

(仏) tramway 

1 X主 義軌道法の規定にもとづき，運輸大臣および建

設大臣の特約を受け，原則として道路に敷設され，一般交通の用

に供せられる陸上交通話器開の一極をいう(軌道法第 l 条第 1 項)。

2 製件

(1) 特別の事由ある場合(たとえば隔の|刻係から専用!散にす

る峨合，こう配の関係から一部道路をはずす場合等)を除いて

道路に敷設されなければならない(軌送法第 2 条)。この点地

方鉄道と具なる。

(2) 一般交通の用に供せられるものでなくてはならない。一

般交通の別に供せられるとは， 一般公衆のj羽に供せられるの意

味である。特定人の専用に供する軌道は， 軌道法第 l 条第 2 項

ノ規定ニ依ノレ一般交通ノ用ニ供セサノレ軌道ニ関スノレ件(大正

12 年内務省令 45) により規制されており，ここにしづ軌道と

は区別される。このように特定人の専用に供される軌道を， 日

常，J)J用軌道といっている。特定人の専用に供されるとは，た

とえば特定の鉱山または工場の物品，あるいは従業員を巡送す

るような場合をレうのである。この場合特定人は単数たると波

数たるとを /1丹わないが， 特定人の~iúriHを漸次D主張していくと，

一般公衆との区別ができなくなるおそれが生ずる。要するにこ

の問題は科度のl問題であって，その具体的事案が社会通念上，

一般公衆の用に供せられるものであるか， 特定人の利用に供さ

れるものであるかによって判断されるほかはない。またこの区

別はその軌道が制度として ， 一般公衆の用に供するか否かによ

って も判断される。現実にある軌道の利用者が少数の特定され

た人であっても，一般公衆の用に供する目的で敷設される以上，

それは専用軌道ではない。

なお専用軌道はその所有者の専用に供することを必援としな

い。特定の他人の物品を運送することを目的とする専用軌道を

敷設するこ と もできる。他人から報酬を受けるか否かの点も ，

専用軌道であるか否かに関係はない。しかし これらの /11]姐は特

定人の筒聞の問胞と悶織に，解釈を主主践しすぎrると，一般公衆

の用に供されるものとの区別ができなくなるおそれが生ずる。

やは伊具体的事2誌につき，社会通念によ って判断されるほかは

ないであろう。

3 技術上のまll.絡 軌道は地方自止泊と!11:.なり ， 軌|筒および動

力の制限がない。これは軌道が地方鉄道と異なり道路に敷設さ

れ.道路交通の補助極盟関たる性格をもっているため， 地方鉄道

のように他鉄道と直通運転または連絡繍送をなし， 旅客および

きどう

貨物の直通を図る必要性が少ないからである。しかして軌道は

どのような軌附， どのような動力を係用してもさしっかえない

し，またjû路降留を避けると Lづ意味で，軌道の一部あるいは

全部を専用敷とする ことができるから，災際に並区転されている

車両をみただけでは， それが地方鉄道であるか，軌道であるか

磁解することが困難である。たとえば京阪神急行電鉄の神戸本

級協回 ・ 神戸聞は軌道であるが，その防造 ・ 外観はまったく地

方鉄道と災ならない。したがって地方鉄道であるか軌道である

かの区別は，援するに地方鉄道法により免訴を受け敷設された

か，車九治法により特許を受け敷設されたかによって判定するほ

かはない。

4 径類

(1) 併用軌道と新設軌道 軌道が道路上その他公衆の通行す

る幼所に敷設さ

れるか否かによ

って，併用軌道

主新設軌泊一とに

区別される。 併

用軌道とは道路

など一般公衆の

通行する場所に

数設された軌道

をいい(軌道建

設規梅田~3 条)。 併HJ軌道(市街電車)

日常，市街*1/1あるいは路間電車といっているものはこれにあ

てはまる.併用軌道は道路などに敷設されるため， 軌条の上聞

は道路間と同じ 22i さにされ， 道路の交通を支障しないよう ， 軌

条問およびその左右おのおの 61 cm は舗装または敷布を敷詰め

である。軌条は泌村レーノレまたはこれに類する ものを使用して

いる。なお道路交通取締法上は軌道草と して取扱われている

(道路交通取締法第 2 条第 7 項)。

新設軌道とは道路その他公衆の通行する局所以外の場所，す

なわち軌道のために必要な専用敷地に敷設される軌道をいう。

その榊造 ・ 外餓は地方鉄道と奥ならない。新設軌道の好例とし

ては， 東京急行電鉄玉川線の三軒茶屋 ・ 下高井戸市1.京阪電気

鉄道京f幹線の三条 ・ 属史上聞などがある。

(2) 国営軌道，公営軌道と民営軌道 軌道を企業主体の函か

らみると国営軌道，公営軌道， 民営軌道に区別されるが，法制l

上明確にされていない。軌道法はただ私人および公共団体はも

ちろん， 国も軌道の主体となることができるとしている(軌道

法第 32 条)。

国営軌道It軌道を営もうとする当該官庁が述輸大臣および建

設大匡に協議することになっており，軌道法第 1 条の規定によ

る特許を必要としない(軌道法第 32 条)。ただ国鉄は軌道の企

業主体となり得ない(欽治国有法第 l 条および日本国有鉄道法

第 1 条)。国営軌道としては段林省が所管(北海道庁が管Jm) し

ている枝幸軌道がある。

5 法制上の取扱 軌道は道路と窟接な関係をもつので，巡

輸大臣と，道路行政担当の建設大置との段f去を受け，軌道法お

よび同法付属法令によ って規制されている。道路と l共J!系のない

運賃および運輸に関する料金， 会計，運転などにかかわる事項

については，運輸大臣の王手管となっている。

6 概 況次表のとおりである (昭和 30 年度。国営は合

まない)

(1) 軌間別線路延長 単位 m 




